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行委員会のメンバーが下宿先まで伺ったり、提供者の方に直
接持ち込んでいただいたりして物品を回収し、きれいに掃除を
した上で大学内に保管・管理をしました。天候に恵まれず大
変な思いをしたこともありましたが、提供者の方からお礼の言
葉をいただいたり、メンバー同士で会話をしながら掃除をした
りと楽しく活動ができたと思います。

そして、去る平成21年3月30日（日）に名古屋大学豊田講
堂にて第14回下宿用品リユース市を無事に開催することがで
きました。当日は天候に恵まれ、また、積極的に広報活動を
した成果もあって、約500名もの方に来場していただきました。
午前中の第一回目の投票の時間はもちろんのこと、午後から
の「残品セール」のくじ引きも大いに盛り上がっていました。
そして、卒業生や地域の方から提供していただいた約430品
の家具家電をほぼすべて、新しい引き取り手に譲り渡すこと
ができました。

今後も参加された方々により満足していただけるよう改善を
しつつ、リユース市の開催を続けていきたいと思っています。
今後とも、ご理解ご支援のほどをよろしくお願いいたします。

名古屋大学教育学部は、創設60周年を記念して、5月16日
（土）に記念式典、学術講演・公開シンポジウム及び祝賀会
を同大学豊田講堂において開催しました。

記念式典には、濵口道成名古屋大学総長ご出席のもと、
羽鳥政男文科省高等教育局国立大学法人支援課専門官、
須賀藤隆教育学部同窓会長、江藤恭二名古屋大学名誉教
授を来賓としてお迎えし、150名ほどの参加者でもって開催さ
れました。

学術講演では、大阪大学大学院人間科学研究科教授の

志水宏吉氏が「力のある学校をつくる」というテーマで、地域・
家庭・学校が一体となった学校教育の取組みの課題と可能
性について熱演され、一般市民を含め600名以上が参加しま
した。引き続いて、「学校・子ども・家庭―今、求められる
教育の在り方―」というテーマで4人のパネリストによるシンポ
ジウムが開催され、教師の立場、親の立場、心理学の立場、
教育学の立場から提案と討論を行いました。

シンポジオン会議室で開催された祝賀会では、杉山寛行
副総長、梶田正巳名古屋大学名誉教授らの来賓をお迎えし、
60年にわたる教育学部の教育研究活動の歴史を振り返り、
今後の抱負について語り合いました。

名古屋大学体育会では、所属する50を超えるクラブの活
動に対するサポートを行っています。その中にあって、全国
七大学総合体育大会（通称：七大戦）の運営は非常に重
要なものです。今回、同窓会のご支援のもと、七大戦ののぼ
りと横断幕を作成いたしました。これは2010年、名古屋大学
を主管として開かれる七大戦を、一般学生に広く周知させて
いきたいという狙いがあります。名大全体を巻きこんで、主管
優勝を成し遂げていきたいと思います。

今回作成したのぼりは、生協様のご協力もあり、各食堂前
に設置することができ、多くの学生に七大戦の存在を知って
いただけたと思います。また、横断幕に関しては、学生会館
前に掲示しました。学生会館前に掲示したことにより、文科
系サークルの学生に七大戦をアピールすることができました。

2009年の冬より、2010年9月まで名古屋大学を主管として
第49回七大戦が開催されます。今後とも七大戦へのご理解
とご支援をよろしくお願いいたします。

名古屋大学教育学部
創設60周年記念行事を開催

申請代表者：速水敏彦 
（教育発達科学研究科長）

全国七大学総合体育大会での
横断幕等作成補助

申請代表者：小池遼太 
（名古屋大学体育会委員長　文学部3年）

学術講演の様子

完成した横断幕
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■豊田章一郎氏に名古屋大学フェローの
称号を授与

3月25日（水）、豊田講堂において、豊田章一郎氏に名古
屋大学フェローの称号が授与されました。

名古屋大学フェロー制度は、本学を卒業又は修了した者
及び本学の教育研究、管理運営等に寄与し、国内又は国
外で顕著な業績を上げている方を顕彰するため、平成17年
に制定されました。

当日は、大学院修了式に引き続き、修了生が列席する中、
同称号授与式が行われ、平野総長のことばの後、名古屋
大学フェロー称号記が総長から豊田氏に手渡され、最後に、
豊田氏からあいさつがありました。

豊田氏は、昭和22年に名古屋帝国大学を卒業後、昭和
30年には本学において工学博士の学位を取得しました。大
学卒業の後、昭和27年トヨタ自動車工業株式会社に取締役
として入社し、その後、昭和56年にはトヨタ自動車販売株式
会社取締役社長に就任しました。昭和57年にはトヨタ自動車
工業株式会社とトヨタ自動車販売株式会社との合併によって
生まれた豊田自動車株式会社の初代取締役社長に就任し、
以後同代表取締役会長、同取締役名誉会長などを歴任して
います。

卓抜な指導力と緻密な戦略とによって、今日の「世界のト
ヨタ」の名声を確固たるものとした功績は顕著なものであり、
加えて、第8代社団法人経済団体連合会会長、日本国際博
覧会協会会長、名古屋大学全学同窓会会長を務めるなど、
幅広い領域で本学と社会の発展に貢献したことから、今回、
名古屋大学フェローの称号を授与することとなりました。

� （名大トピックス No.191より抜粋）

■2008年ノーベル物理学賞・化学賞受賞
記念名古屋大学レクチャーを開催

2008年ノーベル物理学賞受賞記念名古屋大学レクチャー
「宇宙と物質の根源『対称性の破れ』のかなたに」が、2
月7日（土）、豊田講堂において開催されました。

本レクチャーは、本学が主催する最も重要な講演会の一
つであり、分野を問わず、世界的に高名な研究者の講演を
広く一般市民の皆様に公開し、現代世界の最高の「知」に
触れていただくために行われるもので、講演者には本学で最
も栄誉ある「名古屋大学レクチャーシップ」の称号および表
彰楯が授与されます。

3回目となった今回の講演者は、本学理学研究科出身で、
ともに2008年ノーベル物理学賞受賞の栄誉に輝いた、小林 
誠特別招へい教授と益川敏英特別招へい教授で、素粒子

物理学の理論研究の発展に多大な影響を与えた「CP 対称
性の破れ」の問題について講演が行われました。

レクチャーでは、小林博士が、「CP 対称性の破れと素粒
子の模型」と題し、素粒子物理学のこれまでの流れや現状
について解説し、第5、第6のクォークに関わる「小林・益川
理論」の内容や実験による検証の結果等について分かりや
すく講演しました。その後、益川博士が、「CP 対称性の破
れが我々に語ったこと」と題し、「小林・益川理論」の誕生
に至る経緯について紹介しました。少年時代や、坂田博士、
湯川秀樹博士とのエピソードにも触れられ、研究への情熱が
伝わる講演となりました。

また、2008年ノーベル化学賞受賞記念名古屋大学レク
チャー「オワンクラゲからのおくりもの」が、3月26日（木）、
豊田講堂において開催されました。

4回目となった今回は、2008年ノーベル化学賞受賞の栄誉
に輝いた、米国ウッズホール海洋生物学研究所特別上席研
究員である下村　脩本学特別教授を講演者に招き、現在で
は、医学や生命科学などの研究に欠かせない緑色蛍光タン
パク質（GFP）の発見までの道のりや発光生物の魅力につ
いての講演が行われました。

レクチャーでは、下村博士が「発光生物研究の原点－名
古屋大学」と題し、戦後の混乱期に長崎大学へ入学してか
ら本学に移り、平田教授と運命的に出会い、その後、海外
に活躍の拠点を移し、50年以上も生物発光の研究に一途に
情熱を注いだ研究生活を振り返りました。講演の最後には、
GFP が入った試験管に紫外線を当て、緑色に光る様子を再
現するなど、下村博士が生涯をかけて打込んだ研究への情
熱が伝わる講演となりました。

これらのレクチャーでは、メイン会場となった豊田講堂に加
えて同時中継を行うサテライト会場が IB 電子情報館に設けら
れ、中学生、高校生、一般の方々等多くの参加者が詰めか
け、本レクチャーに対する関心と期待の大きさが伺われました。

� （名大トピックス No.190, 192より抜粋）

■名古屋大学学術憲章を一部改正
2月2日（月）、名古屋大学学術憲章が一部改正されました。
平成12年2月15日に定められた本憲章は、本学の学術活

動の基本理念として掲げられ、本学教職員は本憲章の精神
に則り学術活動に邁進してきました。このたび、本学関係者
のノーベル賞受賞という吉報が届き、受賞者からは本学の自
由闊達な学風に関する好意的な言葉が随所にみられました。
この改正では、本学が自由闊達な学風の下で学術活動を行
い、その使命を果たすことが明示されたものです。

� （名大トピックス No.190, 192より抜粋）
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支援会費、活動協力金等は、大学支援事業や広報誌作成等全学同窓会の設立理念に合致する活動に使わせていただきました。

編 集 後 記

Nagoya University Alumni Association

〒464-8601 名古屋市千種区不老町　TEL/FAX 052︲783︲1920
E-mail nual-jimu@post.jimu.nagoya-u.ac.jp
ホームページ　http://www.nual.nagoya-u.ac.jp/
編集：名古屋大学全学同窓会広報委員会

Newsletter No.12  平成 21（2009）年 10月発行
大学創立70周年を記念してご寄稿頂きました稲垣先生から

は、ご自身のアルバムから写真もご提供いただき、第1回の名
大祭の頃など当時の様子がよくわかる貴重なものになりました。
4月に就任された濵口総長へのインタビューは先生のお人柄も
伺える興味深い内容です。また、編集作業中にはモンゴル支
部創設の報告も加わり、今回も賑やかな誌面になりました。

今後も皆様のご支援を賜りますよう、どうぞよろしくお願い
いたします。 （全学同窓会広報委員会）

「名古屋大学カード」から始まる大学支援
年会費永年無料！
加入者は、4,700人を超えました。
　全学同窓会では、大学支援を強化するため、「名古屋大学カード」事業を行っています。

「名古屋大学カード」は、UFJ ゴールドカードと同等の機能＊を持ち、年会費は永年無料です。
「名古屋大学カード」をご利用いただきますと手数料の一部が全学同窓会に還元されます。全学同窓会では、その還元金を大学支
援事業（学生活動支援、就職活動支援、行事支援）に充当し、研究・教育活動を支援しています。是非、ご加入ください。
＊UFJ ゴールドカードとは一部異なる特典がございます。詳細は申込書をご確認ください。

事務局からのお知らせ　From the NUAL Office
●支援会費のお願い  Call for contributions
　名古屋大学全学同窓会の活動は、皆様からの支援会費、寄附金に支えられています。支援会費は年度ごと
のお支払いとなります。皆様のご協力をお願いします。
○支援会費  Supporting Fee 支 援 会 員 Supporting member ：一口　　₅,000円

 支援法人会員 Supporting institution ：一口　₅0,000円
○支払い方法　郵便振替 Post Office Account　　口座番号：0 0 ₈ 6 0－₈－1 1 3 0 4 3

自動引落　 利用ご希望の方に、預金口座振替依頼書をお送りします。関係書類をご入用の場合は、
同窓会事務局にご連絡ください。

主な収入（平成₂₀年度） 主な支出（平成₂₀年度）

1,185千円

5,803千円

299千円

収入額
14,586千円

7,299千円

支援会費
寄附金
活動協力金
カード収入

583千円

1,665千円

377千円 852千円

5,930千円

4,658千円

2,486千円

1,146千円

大学支援事業費
広報活動費
事務局費
サーバー等管理
行事費
通信運搬費
支部活動費
その他活動費

17,697千円
支出額

全学同窓会ホームページ（http://www.nual.nagoya-u.ac.jp）からも申し込むことができます。

●住所等の登録・変更について  NUAL member registration
　会員の皆様に大学及び全学同窓会からの情報を間違いなくお届けするた
め、住所等の変更があった場合は、同窓会事務局に電子メールまたは FAX
でご連絡下さい。なお、名古屋大学では、名古屋大学のホームページ上で、
住所登録・変更の手続きができるよう準備を進めています。準備が整いました
ら、名古屋大学全学同窓会ホームページ及び名古屋大学ホームページでご
案内いたしますのでご協力をお願いします。

名簿商法にご注意ください！
　名古屋大学、全学同窓会、支部及
び部局同窓会とは関係のない組織か
ら、「卒業生名簿」の作成や頒布に
関する代金を請求される場合があるよ
うです。不審な場合は、先方について
よくご確認の上、慎重にご対応下さい。


